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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、視覚シンボルのデザインに一般的な手話の表現を取り入れ、視覚シンボルの理

解度が高まるかどうかを実証的に検討した。手話表現をシンボルデザインに採り入れた視覚シ

ンボルと、それとは異なるコミュニケーション障害者が使用しているデザインを採用している

視覚シンボルでは、それぞれの意味内容の理解度として、どの程度の差が生じるのかについて、

一般の大学生を対象にして、理解度と記憶に関する実験を実施した。 

  
 
研究成果の概要（英文）： 
 The present study investigated if comprehensiveness or transparency of animated 
symbols would be enhanced when incorporating the elements of Japanese Sign Language.  In 
the experiment where the participants were university students who did not know any sign 
languages, two types of animated pictograms were employed, one of which was designed 
incorporating the elements of a sign language, and the other designed in order for people 
with communication disorders. 
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１． 研究開始当初の背景 

手話言語の認知や理解の過程を認知心理
学的にレビューした内容（Inoue, 2006）によ
ると，音声言語の処理過程と比較して，手話
言語が一般的には認知の優越性を有してい
ることが具体的に示されている。すなわち，
手話単語にみる手話表現と指示対象の間に
は物理的な類似性（図像性）が存在するだけ
でなく，手話をする人の身体とその周りの環
境との相互作用を活用して，効率のよい認知
処理がなされている可能性があることが示
唆されている。どのような概念において，こ
れらの共通性がすでに得られているのを系
統的に把握して，共通性を示すシンボルデザ
インと，そうでないシンボルデザインの理解
度の違いを心理学的に調査する必要が感じ
られる。また，一般的な手話表現で用いられ
ている構成要素をシンボルデザインに採用
すれば，その理解度が向上するのかどうかに
ついても，実証的な調査することが，よりわ
かりやすいシンボルデザインを考案する上
でも有用であると考えられる。 

  

２．研究の目的 

（1）一般的な手話表現を採り入れた視覚シ
ンボルの開発：一般的な手話表現をシンボル
デザインに採り入れた視覚シンボルを開発
する。2005 年の JIS 化されたシンボルの開
発を手がけた，オフィス・スローライフの林
文博氏の協力を得て、本研究のためのシンボ
ル開発にあたってのデザインを決定して、動
画シンボルを作成することを目的とする。 

 

（2）手話表現を採り入れた視覚シンボルの
理解度についての調査：一般的な手話表現を
シンボルデザインに採り入れた視覚シンボ
ルと，それとは異なるデザインを採用してい
る視覚シンボルでは，それぞれの意味内容の
理解度がどのように異なるのかについて検
討することを目的とする。 

 

（3）アニメーション化されたシンボルへの
応用についての吟味：アニメーション化され
たシンボルにも，一般的な手話表現を採り入
れて，その理解度が向上するかどうかの心理
的調査も実施するとともに、具体的なコミュ
ニケーション応用場面を提唱する。 

 

３．研究の方法 

（1）文献による資料収集および手話熟達者
へのインタビュー：アメリカ合衆国，ノース
イースタン大学の Harlan LANE 氏に情報の提
供を求め，彼の援助のもとに，アメリカ合衆

国内で，手話熟達者数名に対するインタビュ
ーを実施した。 
 
（2）視覚シンボルの開発：一般的な手話表
現をシンボルデザインに採り入れた視覚シ
ンボル開発を依頼した。すでに一般的な手話
表現をデザインの採用している視覚シンボ
ルについては，逆に，それとは異なるデザイ
ンのシンボル開発も委託した。調査に用いた
アニメーションシンボルの概念は以下のと
おり：「破る」、「切る」、「食べる」、「与える」、
「鍵をかける」、「聴く」、「作る」、「置く」、「整
理する」、「読む」、「話す」、「見る」、「におい
をかぐ」、「考える」、「結ぶ」。その際、手話
の熟達者のインタビューから得られた知見
をデザインにいかすように心掛けた。 
 
 
（3）手話表現を採り入れた視覚シンボルの
理解度についての調査：一般大学生を対象に
して、一般的な手話表現をシンボルデザイン
に採り入れた視覚シンボルと，それとは異な
るデザインを採用している視覚シンボルで
は，それぞれの意味内容の理解度として，ど
の程度の差が生じるのかについて，理解度と
記憶に関する実験を実施した。対象者の人数
は,およそ 101名（ただし、手話の熟達者を
結果の分析から除く）。また刺激材料として
は上記の 16の概念について、手話の要素を
取り入れたアニメーションシンボルと、同じ
概念を表現したコミュニケーション障害の
領域でこれまでにも使用されてきた動画。そ
れぞれの動画は大きなスクリーンに投影さ
れ、実験参加者にはわかりやすさについての
6段階での評定が求められた。 
 
（4）アニメーション化されたシンボルへの
応用についての吟味：手話についての知識を
有するコミュニケーション障害者の間での
シンボル理解についてのインタビュー調査
を実施した。調査対象者は、手話を（授業内
や同僚のろうの教員などとのコミュニケー
ションにおいて）日常的に使用する聾学校の
教員、聴覚障害児が通園する施設の理事およ
び職員、手話を第一言語とする複数のろう者
など。 
 
４．研究成果 
本実験で使用する刺激項目としての手話の

要素を採り入れた一連の動画シンボルが作

成された。また理解度に関する評定実験の結

果からは、いくつかの概念を示す手話の動画

シンボルでは、他のデザインのアニメーショ



ンシンボルより、わかりやすいという評定値

が得られたが、多くの概念については、コミ

ュニケーション障害の領域でこれまで~使用

されていたアニメーションシンボルのほう

がわかりやすいということが示された。すな 

 

 
 

わち、手話の要素を取り入れた動画シンボル

が、そのことだけでわかりやすさを向上さす

ことにはならないことが示された。 

全体的には、動画のタイプ（手話要素の有

無）と表現する概念（16 項目）の間に有意な

交互作用がみられた  (F(15,1500)=66.553, 

p< .001)。統計的には、動画のタイプの違い

によって、一貫した結果は得られなかった。 

動画のタイプの主効果も有意な水準で得

られた (F(1,100)=847.971, p< .001) が、仮

説とは逆方向のものであった。 

アニメーション動画の理解については概

念ごとに結果が異なるため、もう少し具体的

に記述すると、手話の要素を取り入れた方が

わかりやすいと、統計的に有意に評定された

ものは、「聴く」と「破る」の 2 つの概念で

あった。16 の概念について、そのわかりやす

さの平均評定値の結果を上の図に示す。 

 すなわち、当初の手話の要素を取り入れる

ことにより、アニメーション動画の理解度は

向上するという仮説は支持されなかった。そ

もそも視覚シンボルは、本来、学習する必要

性が少ない。それにたいして、手話言語は、

より複雑で学習が必要である。おそらく手話

に関する知識のないものたちにおいては、こ

のような知見が確認できたということを示

す結果となっている。ことばを換えれば、手

話熟達者では、異なる結果が出ることも当然

予想される。さらに、手話の優位性は、画像

性ではなく、Inoue (2006) が示すように、身

体とその周りの空間の認知を伴う Embodied 

Cognition によるものと考えることが可能

である。もしそのことが事実なら、手話の中

には、そのような身体的な認知が大きな役割

を果たすタイプの手話と、そうでないタイプ

の手話が存在することが考えられる。今回の

研究では、必ずしもそのような手話のタイプ

に着目して、刺激の統制がおこなわれたわけ

ではない。今後の課題は、身体的認知が大き

な役割を果たすタイプの手話とそうでない

手話を分類して、それを要因にくむような実

験課題が必要であると考えられる。 

ただ、応用的には、手話言語を使用するろ

う者を対象にする場合や、手話の学習そのも

のに活用するような可能性は十分あること

が示唆された。そのため、手話言語を使用す

るろう者、および、手話言語の熟達者（健聴

者）を対象に手話要素を採り入れた動画シン

ボルに関する聞き取り調査を実施した。その

結果からは、手話表現の動画における示し方

にいくつかの工夫が必要なこと、手話に方言

がある場合に、複数の動画を用意する必要が

あることなどが明らかにされた。今回の動画

シンボルは、NHK の手話講座などで使用さ

れている標準的な手話を参考にしているも

のの、誤解のない円滑なコミュニケーション

をするうえでは、複数のデザインの動画シン

ボルを提示する必要性があることが示され

たものと言えよう。 

 これらのことは、手話についての一定の知
識を有するコミュニケーション障害者やそ
の介護者、関連施設の指導者、手話を第一言
語とするろう者、手話を日常的に使用してい
る聾学校教員などへの聞き取り調査から明
らかにされた。 
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